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近年全国で広がっている「オープンファクトリ―」は、
製造業の現場などを来場者に体験してもらう取り組み
です。地域の人にどんな会社や工場があるのかを知っ
てもらい、地域への愛情や将来の就職先へつなげていく
ことを目的としています。
多くの事業所がある本市では、製造業以外にも様々な
仕事現場を公開する「地域一体型オープンカンパニー」
を独自に企画・開催しています。参加事業所に自社の
魅力や強みを再認識してもらい、課題解決や今後の
展望などの検討、事業所同士の連携強化につながる
ことも期待しています。

ワクワクに
会いに来てみませんか
河内長野にはたくさんの会社や事業所があることをご存知ですか。
普段は見られない仕事の現場を地域のみなさんに直接見て、感じて、知ってもらえる
オープンカンパニーイベント「ワークワクワク河内長野」を今年も開催します。
問い合わせ　産業観光課

対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象
▶催しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが
必要な催しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確
認を▶先着順の申し込みで時間の記載のないものは午前
９時から受付▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話
番号の記載がないものは市役所へ（業務日・時間は月～
金曜日午前９時～午後５時30分、祝休日・年末年始を
除く）▶催しなどの中止・延期など最新情報は問い合わ
せ先に確認を▶環境への配慮から、催しなどへの来場は
できるだけ公共交通機関のご利用を▶周囲の人に感染
症を広げないため、場所や状況に
応じてマスク着用などの対応を。

くろまろ塾認定
講座マーク▶

製造業だけ
でなく様々

な仕事現場
を公開

2022年参加者の声を紹介
▶いろんな機械があったけど、一つでも欠けていたらだめってことがす
ごいと思った（10代）▶タクシーがおもしろかった（10代）▶ただただ興
奮しました。ボルト締め体験がすごかった！（20代）▶住んでいる街に親
しみが持てるようになる良い企画（30代）▶ゲームにしか興味のなかっ
た子どもたちが思いのほか工具やトラックなどに興味津々で楽しんでい
た（30代）▶身近に見たり使っているものがどんな風にでき上がり、手元
に届くのかを知ることができた（40代）▶もっといろいろな現場を見たい
し、また開催して欲しい！（40代）▶見学時間が足りなかった。もう少し
企業の方と話したり質問できたら良かった（50代）▶もっと学生さんや若
い人たちにも知ってもらいたい内容だった（60代）▶自分が住んでいる地
域にこんな素晴らしい会社・技術があることを知れてよかった（70代）

W O R K  W A K U  W A K U

満足度
とても満足
40％

満足
40％

やや満足
14％

その他
5％

やや不満1％

2022年参加者アンケートより

日本農薬総合研究所

EBi stainless

A'zhair

TONE
瑞穂工作所
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市内の事業所を公開します特集

イベントをきっかけに
事業所側にも変化やつながりが
参加事業所のなかには、自社を公開するのは初めてというところが
多く、自社のものづくりやサービスを伝えるためのPRに必要な
スキルを学び、準備を重ねました。そのような準備や交流を通して
従業員の意識改革や職場環境の整備、事業所同士のつながりによる
新商品の開発など新たな発見があったようです。

参加事業所数や業種を拡大し、昨年よりバージョンアップして
今年も開催します。現場を巡るバスツアーのほか、フリー見学会、
イズミヤゆいテラスでのPR展示や体験プログラムなど、盛り
だくさんの内容で準備中です。参加事業所の情報や申込方法
など詳細はホームページ（左記QR）で随時公開します。
※参加申込は、10月下旬ごろに開始予定です。

８月25日・26日、学生向けに企画した「夏休みユースワクワク
ツアー」が開催され、参加者はツアーバスで各事業所を見学して
回りました。事業所ごとに製品化するまでの苦労や工夫の話、サ
ービスの内容などを担当者から解説を受けた後、現場を見学。金
属を削ったり、曲げたりする加工の工程や溶接、重機の操縦、エ
アコンクリーニングなど様々な体験を行いました。参加した小学
生は「いろんな仕事や工場の中が見学できておもしろかった。今
度はほかの会社も見てみたい」と目を輝かせていました。

荒木さん（左から2番目）と若手従業員のみなさん

廣田さん

左から戎谷さんと前田さん
焚火台やコーヒードリッパーなど組立式
のキャンプ用品「ComLod」

実
を
い
う
と
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に

当
初
は
そ
れ
ほ
ど
前
向
き
で
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
参
加
が
決
ま
る

と
社
員
の
意
識
が
徐
々
に
変
わ
り

ま
し
た
。
人
前
で
ど
の
よ
う
に
説
明

し
た
ら
業
務
の
内
容
や
会
社
の
強

み
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
か
を
真
剣

に
考
え
始
め
、率
先
し
て
打
ち
合
わ

せ
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
当
日
は
、参
加
者
に
金
属
の
曲

げ
加
工
で
ブ
ッ
ク
エ
ン
ド
を
作
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。現
場
を
公
開
す
る

と
い
う
意
識
か
ら
自
然
と
整
理
整

頓
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
と
こ
ろ
、
採

用
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
も
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
変
な
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
社
員
の
意
識
が
変

わ
り
、
採
用
に
も
つ
な
が
っ
て
良
い

方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

再
来
年
に
は
万
博
が
開
催
さ
れ
ま

す
し
、サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
河

内
長
野
で
も
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
な
ど
、

河
内
長
野
の
も
の
づ
く
り
を
世
界
へ

発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

若
い
人
た
ち
の
就
職
先
の

候
補
に
な
れ
ば

入
社
１
年
目
の
廣ひ

ろ

田た

さ
ん

今
年
１
月
に
採
用
さ
れ
、
鉄
板

を
曲
げ
る
工
程
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
覚
え
る
こ
と
も
多
く
ま
だ
ま

だ
勉
強
中
で
す
が
、
先
輩
に
教
わ

り
な
が
ら
仕
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

会
社
に
入
っ
て
、こ
の
イ
ベ
ン
ト
の

リ
ハ
ー
サ
ル
を
先
輩
方
が
し
て
い

る
と
こ
ろ
を
見
る
機
会
が
あ
り
ま

し
た
が
、
と
て
も
分
か
り
や
す
く
、

自
分
の
担
当
す
る
業
務
以
外
の
部

分
の
こ
と
に
つ
い
て
も
把
握
で
き
ま

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
私
は

機
械
の
下
準
備
な
ど
を
し
て
い
ま

す
が
、
先
輩
方
の
取
り
組
み
を
見

て
い
る
と
、い
つ
か
は
自
分
も
イ
ベ

ン
ト
に
携
わ
れ
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
会

社
が
オ
ー
プ
ン
に
な
っ
て
い
る
と
、

ど
ん
な
会
社
か
分
か
り
ま
す
し
、特

に
若
い
人
の
就
職
先
の
候
補
に
な

っ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

戎え
び
す

谷た
に

さ
ん

今
年
、
金
属
の
パ
ー

ツ
を
組
み
立
て
て
使
う
キ
ャ
ン
プ
用

品
の
ブ
ラ
ン
ド
「
コ
ム
ロ
ッ
ド
」
を

立
ち
上
げ
、そ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
大

阪
ケ
ー
ス
さ
ん
に
依
頼
し
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
ワ
ク
ワ
ク
の
会
議
で
お
会
い

し
た
前
田
さ
ん
に「
こ
ん
な
ん
し
よ

う
と
思
う
ん
で
す
け
ど
」と
相
談
し

た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。い

ろ
い
ろ
サ
ン
プ
ル
を
出
し
て
も
ら
い
、

コ
ス
ト
面
で
の
提
案
も
い
た
だ
き
、

全
く
分
か
ら
な
い
分
野
な
の
で
助

か
り
ま
し
た
。
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で

出
会
え
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

試
作
を
何
度
か
重
ね
、
大
満
足
の

仕
上
が
り
に
な
り
ま
し
た
。

前
田
さ
ん

戎
谷
さ
ん
か
ら
の
依

頼
を
受
け
、
既
製
の
段
ボ
ー
ル
で

は
で
き
な
い
も
の
だ
っ
た
の
で
オ
リ

ジ
ナ
ル
で
作
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
商
品
に
合
わ
せ

た
ジ
ャ
ス
ト
サ
イ
ズ
で
、色
や
厚
さ
、

デ
ザ
イ
ン
も
含
め
て
い
ろ
い
ろ
提
案

し
ま
し
た
。こ
う
し
て
企
業
さ
ん
と

お
話
す
る
中
で
、こ
ち
ら
も
良
い
ア

イ
デ
ア
を
い
た
だ
く
こ
と
も
多
々
あ

り
勉
強
に
な
り
ま
す
。今
後
も
一
緒

に
商
品
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
箱
か
ら
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
お
手

伝
い
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

従
業
員
の
意
識
改
革
に

つ
な
が
っ
た

瑞
穂
工
作
所（
精
密
板
金
加
工
）

代
表
取
締
役

荒
木
さ
ん

地
元
事
業
所
と
の

出
会
い
か
ら
コ
ラ
ボ
へ

Ｅエ

ビ
Ｂ
ｉ
ス
テ
ン
レ
ス（　
　
　
　
　
）

代
表
取
締
役

戎
谷
さ
ん

大
阪
ケ
ー
ス
製
作
所（　
　
　
　
）

代
表
取
締
役

前
田
さ
ん

金
属
製
品
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
製
作

段
ボ
ー
ル

製
作
・
販
売

夏休み
ユースワクワクツアー

河内長野にはワクワクする現場と人がいる
11/22　23　24水 祝 金

現場にようこそ！
ワクワクの３日間 地域

一体型オープンカンパニー
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本
市
の
「
成
人
式
」
は
、
令
和
５

年
度
に
20
歳
に
な
る
人
を
対
象
に

「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」
と
し
て
左
記
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

対
象

平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成

16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

と
き

令
和
６
年
１
月
８
日
㈷
午
前

11
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

市
民
総
合
体
育
館

●「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」
の
代
表
に

な
り
ま
せ
ん
か

代
表

①
20
歳
代
表
の
こ
と
ば
を
述

べ
る
人
、
②
市
民
憲
章
を
朗
読
す
る

人
、
③
来
賓
か
ら
花
束
を
受
け
る
人

定
員

①
〜
③
い
ず
れ
も
２
人

※
前
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
に
出
席
が
必

要
で
す
。

申
込

10
月
23
日
ま
で
に
市
ホ
ー
ム

はたちのつどい

ペ
ー
ジ
か
ら
▽
は
が

き
（
氏
名
、
生
年
月

日
、
住
所
、
電
話
番

号
、
①
〜
③
の
希
望
順
を
記
入
）

で
地
域
教
育
推
進
課
（
〒
586
ー
０

０
２
５
昭
栄
町
７
の
１
キ
ッ
ク
ス

内
）
も
可
（
当
日
消
印
有
効
）

●
記
念
撮
影
用
バ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の

デ
ザ
イ
ン
を
募
集

は
た
ち
の
つ
ど
い
参
加
者
が
、友

人
や
家
族
と
記
念
撮
影
す
る
際
の

背
景
と
な
る
ボ
ー
ド
の
デ
ザ
イ
ン

を
募
集
し
ま
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
地
域
教
育
推
進
課

　
　
　
　
　
（
☎
54
・
０
０
０
５
）

高
野
街
道
は
、
京
都
か
ら
高
野

山
を
結
ぶ
道
で
、
日
本
遺
産
「
女

人
高
野
」・「
中
世
に
出
逢
え
る
ま

ち
」
の
構
成
文
化
財
で
す
。
同
時

開
催
中
の
烏
帽
子
形
城
跡
・
高
野

街
道
を
巡
る
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
と
あ
わ
せ
て
、
日
本
遺
産

の
ス
ト
ー
リ
ー
を
感
じ
て
み
ま
せ

ん
か
。
期
間
中
は
高
野
街
道
沿
い

（
河
内
長
野
駅
周
辺
）
で
の
イ
ベ

ン
ト
（
28
ペ
ー
ジ
参
照
）
な
ど
も

行
わ
れ
ま
す
。

と
き

10
月
１
日
㈰
〜
11
月
30
日

㈭ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト

天
野
山
金

剛
寺
、
室
生
寺
（
奈
良
県
宇
陀
市
）、

慈
尊
院
（
和
歌
山
県
九
度
山
町
）、

不
動
坂
口
女
人
堂
（
和
歌
山
県
高

野
町
）

参
加
方
法

専
用
ア
プ
リ
「S

ス
ポ
ッ
ト

pot
T

ツ
ア
ー

our

」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
期

間
中
公
開
さ
れ
る
コ
ー
ス
に
参
加

景
品

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー

（
数
量
に
限
り
あ
り
）、
地
域
の
特

産
品
（
抽
選
）

※
詳
細
は
左
記
Ｑ
Ｒ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
産
業
観
光
課

市
で
は
、
脱
炭
素
型
の
都
市

構
造
の
形
成
と
、
効
率
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
促
進
を
目
的

と
し
て
、
10
月
10
日
か
ら
河
内

長
野
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
導
入
促
進
補
助
金
制
度
を

創
設
し
ま
す
。

●
個
人
住
宅
向
け
の
補
助
メ
ニ

ュ
ー

①
５
・
０
㌗
以
下
の
自
家
消
費

型
太
陽
光
発
電
設
備
（
上
限
35

万
円
）、
②
蓄
電
池
（
上
限
25
万

円
）、
③
高
効
率
給
湯
器
（
上
限

15
万
円
）、④
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
（
上
限
50
万

円
）

※
③
④
は
太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た

は
新
た
に
導
入
す
る
こ
と
が
要

件
で
す
。

女人高野デジタル
スタンプラリー

再生可能エネルギー設備
などの導入に補助金

は
た
ち
の
つ
ど
い
前
に
、
河
内

長
野
市
に
つ
い
て
、
市
長
と
楽
し

く
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
。

対
象

平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平

成
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

と
き

１
月
８
日
㈷
午
前
10
時
〜

10
時
45
分

と
こ
ろ

市
民
総
合
体
育
館

定
員

20
人
（
抽
選
）

申
込

10
月
30
日
ま
で
に
左
記
Ｑ

Ｒ
か
ら
▽
は
が
き
か
封
書
（
市
長

と
の
お
し
ゃ
べ
り
集
会
の
応
募
で

あ
る
こ
と
と
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記

入
）
も
可
。

問
広
報
広
聴
課

はたちのみなさんと
市長とのおしゃべり集会

４年ぶりの
開催

●
民
間
事
業
者
等
向
け
の
補
助

メ
ニ
ュ
ー
お
よ
び
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ

ル
事
業
プ
ラ
ン
の
登
録
事
業
者

募
集

⑤
自
家
消
費
型
太
陽
光
発
電
設

備
（
上
限
５
０
０
万
円
）、
⑥
蓄

電
池
（
上
限
１
０
０
万
円
）
を
設

定
し
、市
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助

金
を
サ
ー
ビ
ス
料
金
に
反
映
さ
せ

て
市
内
事
業
者
な
ど
に
還
元
す

る
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
事
業
プ
ラ
ン

の
登
録
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

※
対
象
機
器
の
要
件
や
制
度

の
内
容
、
手
続
き
な
ど
詳
細
は
、

10
月
２
日
㈪
以
降

に
下
記
Ｑ
Ｒ
ま
た

は
左
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
補
助
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
06
・
４
９
８
０
・
２
６
９
２
）
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日
本
人
の
死
因
や
障
が
い
の
原
因
と
し
て
多
い
の
は
、

心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
動
脈
硬
化
に
起
因
す
る
病
気
や

糖
尿
病
の
合
併
症（
網
膜
症
に
よ
る
失
明
や
腎
臓
病
な
ど
）で
す
。

特
定
健
診
は
、
そ
れ
ら
の
発
症
リ
ス
ク
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

未
然
に
防
ぐ
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

健
診
は
大
切
な
あ
な
た
の
〝
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
〞。

忘
れ
ず
に
年
１
回
の
特
定
健
診
を
受
診
し
て
、

健
康
づ
く
り
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

問
保
険
医
療
課

●
特
定
健
診
と
は

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に

着
目
し
た
健
診
で
す
。
動
脈
硬
化
を

進
め
、
血
管
を
傷
つ
け
る
要
因
と
な

る
肥
満
や
喫
煙
な
ど
の
生
活
要
因
や
、

高
血
圧
や
高
血
糖
、
脂
質
異
常
な
ど

が
起
き
て
い
な
い
か
を
調
べ
ま
す
。

●
特
定
保
健
指
導
と
は

特
定
健
診
の
結
果
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者
や
予
備
軍
と
な

っ
た
人
を
対
象
に
、特
定
保
健
指
導
員

が
一
人
ひ
と
り
の
身
体
状
況
や
生
活

状
況
に
合
わ
せ
、運
動
習
慣
や
食
生
活
、

喫
煙
と
い
っ
た
生
活
習
慣
を
見
直
す

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

●
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の

必
要
性
と
メ
リ
ッ
ト

特
定
健
診
を
受
診
す
る
と
、
重
症

化
す
る
ま
で
自
覚
症
状
が
出
な
い
病

気
で
も
、
年
に
1
度
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
で
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
で

き
ま
す
。
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
は
、
健
康
な
体
の
維
持
に
つ
な

が
り
ま
す
。
病
気
を
発
症
す
れ
ば
生

活
に
影
響
が
出
た
り
、
後
遺
症
が
残

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。健
康
な
ら
、こ

れ
か
ら
の
人
生
も
制
限
が
な
く
、
元

気
で
自
分
ら
し
く
過
ご
せ
ま
す
。

※
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
は
無

料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
現
在
治
療
中
の
人
も
主
治
医
と
相

談
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

とくに具合も悪くないし
太ってないから受けなくてもいい？

深刻な病気の多くは重症化するまで自覚症状が
ないため、定期的なチェックが必要です。太っ
ていなくても、高血圧や高血糖、脂質異常など
様々な病気がかくれているおそれがあります。

受
け
よ
う
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

健

康

深刻な病気の多くは重症化するまで自覚症状が
ないため、定期的なチェックが必要です。太っ
ていなくても、高血圧や高血糖、脂質異常など
様々な病気がかくれているおそれがあります。 　生活習慣病を早期発見するために血液

検査や尿検査、心電図検査を行います。
健診当日はがん検診（有料）もあわせて
受診できます。
※風しん抗体検査は今回受けることがで
きません。
対象　国民健康保険に加入している 40
歳（年度末年齢）～ 74歳の市民
※今年度に特定健診または人間ドックを
受診した人や、受診する予定の人は受診
できません。
とき　12 月 22 日㈮▷時間は受診内容

によって違うため個別にお知らせします
ところ　保健センター
定員　70人 ( 先着順）
申込　保険証と特定健診受診券を用意して
（がん検診とセットでの申込は12月 1日
までに）電話で保険医療課か下記QRから
※がん検診のみの申込や、が
ん検診の詳細は保健センター
（☎ 55-0301）へ。
問保険医療課

特定健診の集団健診

※受診券は 5月中旬～下旬に送付▷年度途中
で市国民健康保険に加入された人には、届出
した月の約 2か月後に受診券を郵送（10 月
届出まで、11月～は希望者のみ）。

忙しくて受診する
時間がない

病気になって治療に費やす時間と比べ
れば、年に 1回健診を受診するほうが、
時間を有効に活用できます。健診にか
かる時間は 1時間ほどです。

やせたら受診するつもり！

太りぎみの今こそ、自覚症
状なく病気の芽が育ってい
るおそれがあります。
すぐに受診を。

去年受けたから今年はいいや

毎年受診することで体の経年変化がわかり、
病気の発症や悪化を防ぐことができます。

結果がこわくて…

病気が見つかったときに感じる不安は、
専門家がしっかりとサポートします。
安心してご相談ください。

やせたら受診するつもり！

太りぎみの今こそ、自覚症
状なく病気の芽が育ってい
るおそれがあります。
すぐに受診を。

忙しくて受診する

　５年前に一度、特定健診後、特定保健
指導を受けたのですが、自分でもよくな
いと思っていた習慣を改めて指摘され、
その時は気分が落ち込みました。ただ、
食事面や運動面での生活を変えるヒント
も教わり、それを可能な範囲で実行して
いました。漬物を食べるなら他で塩分を
控える、昼より夜の方が脂肪化しやす
いので夜のおやつを半分にすると
いった、定番化していた食事面
の改善を意識しました。運動面
では、週に一度は近所を散歩す
るようになりました。季節が移
ろいでいくことを感じ、苦に
ならずに続けることができ
ています。
　今回、２回目の指導を受
けたのですが、受ける前か
ら考えると少しずつ生活が
変わっていて、数値にも身
体にも変化を実感できてう
れしいです。この良い習慣は
これからも続けていこうと思
います。

いった、定番化していた食事面
の改善を意識しました。運動面
では、週に一度は近所を散歩す
るようになりました。季節が移
ろいでいくことを感じ、苦に
ならずに続けることができ

これからも続けていこうと思

生活改善の変化を実感

　保健指導では、みなさんの生活習慣をしっ
かり聞くことから始めます。食事であれば、
頻度や時間帯、どんなものをどれくらいの量
食べるのかなどを伺います。運動や睡眠など
についても聞き、一日の生活パターンを把握
し、それにあわせた目標を設定し、改善方法
をお伝えします。
　数値改善は劇的に変わるものでなく、日々
の積み重ねで徐々に結果に出てくるものです。
３か月で支援を終了するので、それ以降も継
続し続けられる内容を提案します。生活習慣
改善のきっかけづくりにしてもらえたらと思
いますので、対象になった方はぜひ保健指導
を受けていただきたいと思います。

特定保健指導を受けた 垣内さん特定保健指導員 渡邊さん
一人ひとりの生活に合った改善を提案

相
談

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

保
険・年
金

そ
の
他

お
知
ら
せ

募
集

暮
ら
し

人
権

高
齢
者

事
業
所

税
金

健
康

安
全
安
心

障
が
い
者

教
育

就
労

子
育
て
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健
康
づ
く
り
は
じ
め
よ
う
講
座

医
師
・
管
理
栄
養
士
の
講
演
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
、
個
人
や
地
域
で
健

康
づ
く
り
活
動
を
実
践
す
る
技
術

を
学
び
ま
す
。

対
象

20
〜
73
歳
の
市
民

と
き

11
月
２
日
㈭
・
14
日
㈫
・

20
日
㈪
・
30
日
㈭
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
▽
４
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

定
員

20
人
（
先
着
順
）

申
込

10
月
４
日
か
ら
電
話
か
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
左
記
へ

問
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
55
・
０
３
０
１
）

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
ご
用
心

11
月
〜
２
月
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
感
染
症
や
食
中
毒
が
多
く

発
生
し
ま
す
。
食
後
１
〜
２
日
で

お
う
吐
や
下
痢
、
腹
痛
な
ど
の
症

状
が
あ
り
、
幼
児
や
抵
抗
力
の
落

ち
て
い
る
人
は
症
状
が
重
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
持
ち
込
ま
な
い
＝
帰
宅
後
や
ト

イ
レ
の
後
、
調
理
の
前
に
石
け
ん

で
手
を
洗
う

◎
拡
げ
な
い
＝
吐
物
な
ど
は
使
い

捨
て
の
マ
ス
ク
・
手
袋
・
エ
プ
ロ

ン
を
つ
け
、
塩
素
系
漂
白
剤
で
広

い
範
囲
を
ふ
き
取
る

◎
加
熱
す
る
＝
食
材
、
特
に
二
枚

貝
は
中
心
ま
で
加
熱
す
る
（
中
心

温
度
90
℃
で
１
分
半
）

◎
つ
け
な
い
＝
調
理
済
み
の
食
品

は
素
手
で
触
ら
な
い

問
富
田
林
保
健
所
衛
生
課

　
　
　
　
　
（
☎
23
・
２
６
８
２
）

高
齢
者

お
れ
ん
じ
く
ら
ぶ

専
門
医
、
介
護
職
、
作
業
療
法

士
に
よ
る
認
知
症
の
人
へ
の
理
解

を
深
め
る
講
座
で
す
。

対
象

認
知
症
の
人
の
家
族
（
別

居
も
可
）

と
き

11
月
４
日
㈯
・
24
日
㈮
午

後
２
時
〜
３
時
30
分
、
11
月
14
日

㈫
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

キ
ッ
ク
ス

定
員

各
15
人
（
先
着
順
）

申
込

10
月
６
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ

問
中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
４
５
１
）

医
療
と
介
護
の
相
談
会

●
フ
レ
イ
ル
予
防
体
操
教
室

対
象

市
内
在
住
の
高
齢
者

と
き

10
月
21
日
㈯
①
午
後
２
時

〜
３
時
、
②
午
後
３
時
30
分
〜
４

時
30
分

と
こ
ろ

イ
ズ
ミ
ヤ
ゆ
い
テ
ラ
ス

内
容

健
康
運
動
士
に
よ
る
体
操

教
室
、体
力
測
定（
身
長
・
血
圧
・

握
力
・
５
㍍
歩
行
な
ど
）

定
員

各
20
人
（
先
着
順
）

申
込

10
月
５
日
〜
20
日
に
電
話

か
直
接
左
記
へ

問
介
護
老
人
保
健
施
設
あ
か
し
あ

（
☎
56
・
８
５
０
０
▽
平
日
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
）

こ
も
れ
び
体
操

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か

し
、
運
動
能
力
の
向
上
・
怪
我
の

予
防
を
目
指
し
ま
す
。

対
象

65
歳
以
上
の
市
民

と
き

10
月
13
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ

キ
ッ
ク
ス

定
員

20
人
（
先
着
順
）

申
込

10
月
2
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ

問
中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
４
５
１
）

ラ
ジ
オ
体
操
で
レ
ッ
ツ
介
護
予
防

対
象

65
歳
以
上
の
市
民

と
き

10
月
24
日
㈫
午
前
10
時
〜

10
時
40
分（
雨
天
時
は
31
日
に
延
期
）

と
こ
ろ

寺
ケ
池
公
園

定
員

30
人

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
事
前
予
約

も
可
。

問
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
56
・
６
６
０
０
）

介
護
の
知
恵
袋

●
理
学
療
法
士
に
学
ぶ
！
腰
痛
か

ら
自
分
を
守
る
介
護
術
！

実
践
を
交
え
て
、
介
護
の
技
術

を
学
ぶ
教
室
で
す
。

対
象

市
内
在
住
の
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
家
族

と
き

10
月
27
日
㈮
午
後
２
時
〜

４
時

と
こ
ろ

ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル(

ノ

バ
テ
ィ
な
が
の
南
館
内)

定
員

10
人(

先
着
順)

申
込

10
月
11
日
か
ら
左
記
へ

問
中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
４
５
１
）

高
齢
者
の
運
動
教
室
（
太
極
拳
）

呼
吸
に
合
わ
せ
て
ゆ
っ
た
り
太

極
拳
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象

60
歳
以
上
の
男
女

と
き

10
月
16
日
㈪
午
後
１
時
〜

２
時

と
こ
ろ

武
道
館

定
員

15
人
（
先
着
順
）

参
加
費

５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

申
込

10
月
７
日
〜
15
日
に
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
、
氏
名
、
ふ

り
が
な
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
を
記
載
）
で
左
記
へ

問
健
康
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
山
田
さ

ん
（
☎
℻
62
・
５
８
９
７
）

大
阪
府
高
齢
者
大
学
校

●
２
０
２
４
年
度
受
講
生
募
集

と
こ
ろ

ア
ネ
ッ
ク
ス
パ
ル
法
円

坂
（
大
阪
市
中
央
区
）
な
ど

内
容
語
学
交
流
、パ
ソ
コ
ン
な
ど

受
講
料

６
万
円
▽
教
材
費
な
ど

が
別
途
必
要

申
込

10
月
23
日
〜
11
月
24
日

午
後
３
時
ま
で
に
申
込
書
を
左
記

（
〒
540
ー
０
０
０
６
大
阪
市
中
央

区
法
円
坂
１
の
１
の
35
大
阪
市
教

育
会
館
内
６
階
）へ
郵
送
か
持
参
▽

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
申
込
も
可

※
抽
選
▽
初
め
て
の
人
優
先
▽
定

員
や
日
程
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
阪
府
高
齢

者
大
学
校
（
☎
06
・
６
３
６
０
・

４
４
７
１
）

◉富田林保健所（富田林市寿町3-1-35）
エイズ・梅毒・クラミジアの検査（☎23-2683）、
骨髄バンクドナー登録（☎23-2684）、
医療機関に関する相談（☎23-2681）
などを行っています。

保健センター（木戸東町２-1、☎55-0301）
内容 健康相談（予約制） 栄養相談（予約制） 歯科相談（予約制）
相談日 毎週月曜日（祝休日・年末年始を除く）
受付時間 午前（詳細はお問い合わせを）
担当 保健師 管理栄養士 歯科衛生士

※診断や治療方法についての相談は対応不可▷電話で同センターへ予約を。

休日急病診療所（木戸東町２-1、☎55-0300）
内容 内科 歯科

受付時間
土曜日=午後６時～８時40
分、日曜日・祝休日=午前
10時～11時 40分と午後
１時～３時40分

日曜日・祝休日=午前
10時～11時40分

※内科は中学生以下受診不可▷来院前に検温の上、電話で症状をお伝えください。

富田林病院（富田林市向陽台1-3-36、☎29-1121）
内容 日曜日・祝日等の小児急病診療体制

受付時間 日曜日・祝休日の午前９時～11時30分と午後１時
～３時30分

※小児科診療は、本市を含む近隣３市２町１村共同で医師の確保を行い、
数少ない小児科医の協力のもと富田林病院で実施しています。

◉大阪府救急医療情報センター（医療機関情報）
☎06-6693-1199（24時間）

◉救急安心センターおおさか（救急医療相談）
相談電話　♯7119（ダイヤル回線・IP電
話からは☎06-6582-7119へ▷24時間）

◉小児救急電話相談～受診するか迷った時は～
相談電話　♯8000（ダイヤル回線・IP電
話からは☎06-6765-3650へ▷午後７時
～翌朝８時）

対象　65歳以上の市民（誕生日前日から接種可能）
または 60歳以上 65歳未満で身体障害者手帳１級に
相当する心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能の障がい
を有する市民など
期間　10月１日㈰～来年１月 31日㈬
接種回数　実施期間中に 1回
費用　1000円（生活保護世帯などの人は無料）
持ち物　生年月日、住所が記載されている書類（運
転免許証など）、障がい者手帳（所持している人のみ）
※事情により市外（富田林市・大阪狭山市を除く）ま
たは市内取扱い医療機関以外で接種する場合は、事前
に保健センターへご連絡ください▷対象など詳細は本
紙４月号に折り込みの「保健センター年間事業案内」
か市ホームページをご覧ください。
問保健センター（☎ 55-0301）

高齢者インフルエンザ予防接種の実施

　9月 20日から開始している「令和 5年秋開始接種」
では、オミクロン株 XBB.1.5 に対応したワクチンの
使用を基本としています。また、初回接種も同ワク
チンを使用します。
対象 初回接種（５歳以上は２回目まで、４歳以下の人
は 3回目まで）を終了したすべての人▷期間中に一人 1回
とき　９月 20日～来年３月 31日（予定）▷前回接
種から 3か月以上の間隔で接種
予約方法　各新型コロナワクチン接種医療機関に直
接予約
●接種券について
　次の人に接種券を順次送付しています。未使用の
接種券が残っている人には送付しませんので、お手
元の接種券をご使用ください。
◎令和 5年春開始接種を接種済みの人

◎令和 4年秋開始接種での接種を終え、令和 5年春
開始接種の対象とならなかった 5～ 64歳の人
◎初回接種を終了した４歳以下の人
※前回接種時に他市住民だった人の接種券発行、接
種券の紛失や再発行、接種場所など、詳細は市ホー
ムページ、または市コールセンター（受
付は平日午前９時～午後５時 30 分）で
ご確認ください。

新型コロナワクチン 令和5年秋開始接種について

新型コロナの相談窓口などが変更予定
　新型コロナ治療薬の費用負担などへの支援
や、医療体制、相談窓口などが 10月以降に変
更予定です（９月 13日時点）。詳細が分かり次
第、ホームページなどでお知らせします。
問保健センター（☎ 55-0301）

問新型コロナワクチンコールセンター（☎ 26-8135、℻ 56-5160）

相
談

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

保
険・年
金

そ
の
他

お
知
ら
せ

募
集

暮
ら
し

人
権

高
齢
者

事
業
所

税
金

健
康

安
全
安
心

障
が
い
者

教
育

就
労

子
育
て
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特
殊
詐
欺
手
口
動
画
で
心
づ
も
り
を

特
殊
詐
欺
は
い
つ
自
分
の
身
に

降
り
か
か
っ
て
く
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
い
つ
で
も
冷
静
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
事
前
に
河
内
長
野
警

察
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
手
口
を
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

自
動
通
話
録
音
装
置
を

無
料
で
貸
し
出
し
ま
す

振
り
込
め
詐
欺
や
還
付
金
詐
欺

な
ど
の
特
殊
詐
欺
や
悪
徳
商
法
の

特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
！

本
市
が
誇
れ
る
こ
と
の
一

つ
に
、「
安
全
・
安
心
な
ま

ち
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

こ
5
年
間
に
お
け
る
犯
罪
発

生
率
が
、
大
阪
府
内
33
市
で

最
小
で
す
。
刑
法
犯
認
知
件

数
を
人
口
で
割
る
と
犯
罪
発

生
率
が
算
出
さ
れ
る
の
で
す

が
、
毎
年
最
小
1
位
か
2
位

で
、
こ
こ
5
年
間
で
計
算
す

る
と
最
小
1
位
で
す
。
こ
れ

は
、
河
内
長
野
警
察
や
河
内

長
野
防
犯
協
議
会
を
は
じ
め
、

地
域
の
み
な
さ
ん
の
地
道
な

活
動
の
結
果
で
す
。

本
市
の
場
合
、
一
番
深
刻

な
の
は
特
殊
詐
欺
で
す
。
高

齢
者
か
ら
、
老
後
生
活
の
た

め
に
蓄
え
て
き
た
大
切
な
お

金
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
す
る

悪
質
な
犯
罪
で
す
。
特
殊
詐

欺
に
は
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、

架
空
請
求
詐
欺
、
還
付
金
等

詐
欺
な
ど
が
あ
り
、
市
で
は

自
動
通
話
録
音
装
置
の
無
料

貸
出
や
、
防
災
行
政
無
線
に

よ
る
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
河
内
長
野
警

察
の
依
頼
に
よ
り
、
私
の
声

で
録
音
し
た
還
付
金
詐
欺
の

注
意
喚
起
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、

無
人
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
で
流

し
て
い
ま
す
。

自
分
だ
け
は
だ
ま
さ
れ
な

い
と
思
っ
て
い
る
方
が
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
詐
欺
グ
ル
ー

プ
は
言
葉
巧
み
に
あ
の
手
こ

の
手
で
お
金
を
奪
い
取
ろ
う

と
し
ま
す
。
今
一
度
、
特
殊
詐

欺
に
は
ご
注
意
を
！
そ
し
て
、

地
域
の
み
な
さ
ん
も
、
だ
ま

さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と

思
う
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
、

思
い
切
っ
て
お
声
が
け
を
！

河
内
長
野
市
長

島
田
智
明

市
長
コ
ラ
ム

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
伝
達
訓
練

●
緊
急
地
震
速
報
訓
練

地
震
発
生
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
緊
急
情
報
を
市
民
の
み
な
さ
ん

に
伝
え
る
た
め
、
市
内
47
か
所
の
防
災

行
政
無
線
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
情
報
伝

達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

と
き

11
月
２
日
㈭
午
前
10
時

●
無
線
で
の
放
送
内
容
が
聞
き
取
り
に

く
い
場
合
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

災
害
テ
レ
ホ
ン
案
内
（
☎
０
１
２
０
・

０
４
７
・
７
１
４
）
で
確
認
で
き
ま
す
。

問
危
機
管
理
課

次
世
代
に
よ
る
「
防
災
キ
ャ
ン
プ
」

防
災
グ
ッ
ズ
を
使
っ
た
避
難
所
生
活

の
体
験
や
災
害
に
つ
い
て
学
ぶ
1
泊
2

日
。
毎
日
放
送
な
ど
で
活
躍
す
る
気
象

予
報
士
に
よ
る
天
気
の
お
話
も
あ
り
ま

す
。

対
象

市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保

護
者

と
き

10
月
21
日
㈯
午
後
４
時
〜
22
日

㈰
午
前
11
時

と
こ
ろ

イ
ズ
ミ
ヤ
ゆ
い
テ
ラ
ス

定
員

25
組
（
先
着
順
）

参
加
費

１
組
２
０
０
０
円

申
込

10
月
３
日
か
ら
電
話
で
左
記
へ

問
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
０
９
０
・
１
１
１
９
・
７
４
２
４
）

令
和
５
年
７
月
末
時
点
の
特
殊
詐
欺
の
認
知
状
況
は
、

令
和
４
年
の
認
知
件
数
・
被
害
金
額
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
特
殊
詐
欺
の
認
知
件
数
は
10
件
、
被
害
金
額
は
約
６
３
９
万
円
で
、

被
害
金
額
は
昨
年
同
時
期
と
比
べ
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

認
知
件
数
は
３
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
に
警
告
と
サ
ポ
ー
ト
の
電
話
番
号
を
表
示
さ
せ
、

金
銭
を
だ
ま
し
取
る
サ
ポ
ー
ト
詐
欺
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

不
審
な
画
面
が
表
示
さ
れ
た
ら
、
警
察
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
河
内
長
野
警
察
生
活
安
全
課（
☎
54
・
１
２
３
４
）、
危
機
管
理
課

特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
を

安
全
安
心

被
害
か
ら
市
民
の
み
な
さ
ん
の
大

切
な
財
産
を
守
る
た
め
、
自
動
通

話
録
音
装
置
の
貸
し
出
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。
家
庭
の
電
話
回
線
と

電
話
機
の
間
に
接
続
す
る
だ
け
で
、

警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

が
流
れ
、
会
話
内
容
を
自
動
で
録

音
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
し
た
多
く
の
人
が
効
果
を

実
感
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
申

し
込
み
し
て
い
な
い
人
は
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

対
象

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

み
の
世
帯
、
日
中
に
65
歳
以
上
の

人
だ
け
に
な
る
世
帯

※
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
危
機
管

理
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

全
国
地
域
安
全
運
動

毎
月
11
日
は
「
安
全
・
安
心
ま

ち
づ
く
り
の
日
」
で
す
。
10
月
11

日
〜
20
日
は
、
防
犯
協
議
会
や
防

犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
自
治
体

や
警
察
と
連
携
し
、
地
域
安
全
活

動
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
実

現
す
る
た
め
、
地
域
一
体
と
な
り

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
全
国
地
域
安
全
運
動
河
内
長
野

市
民
大
会

防
犯
協
議
会
・
事
業
場
防
犯
協

　府警察から府内の犯罪発生情報や防
犯対策情報などを届けるアプリです。
安まちメールを受信したり、防犯マッ
プを確認できるほか、痴漢撃退・防犯
ブザー機能も兼ね備えています。
問府警察本部府民安全対策課

　　　　（☎ 06-6943-1234）

会
を
中
心
に
警
察
、
関
係
団
体
な

ど
と
一
体
と
な
っ
て
「
自
分
た
ち

の
ま
ち
は
自
分
た
ち
が
守
る
」
と

の
決
意
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、

運
動
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
人

の
表
彰
を
行
い
、
さ
ら
な
る
運
動

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

と
き

10
月
11
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

キ
ッ
ク
ス

定
員

１
８
０
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
危
機
管
理
課

安まちアプリを
活用しましょう

　
防
犯
協
議
会
・
事
業
場
防
犯
協

問
危
機
管
理
課

鍵
、か
け
て
い
ま
す
か
？

大
切
な
自
転
車

令
和
４
年
中
、
府
内
で
最
も

多
い
犯
罪
は
自
転
車
の
盗
難
で
、

被
害
件
数
は
２
万
７
１
５
件
で

し
た
。
約
半
数
は
鍵
を
か
け
て

い
な
い
状
態
で
被
害
に
あ
っ
て

い
ま
す
。
大
切
な
自
転
車
を
守

る
た
め
、
駐
輪
す
る
時
は
短
時

間
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
鍵
を
か

け
ま
し
ょ
う
。

シ
リ
ン
ダ
ー
錠
や
デ
ィ
ン
プ

ル
錠
な
ど
防
犯
性
能
の
高
い
鍵

を
取
り
付
け
、
帰
宅
時
は
で
き

る
限
り
屋
内
で
保
管
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自

転
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
盗
難
に
も

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
自
転
車
防
犯
登
録
は
法
律
上

の
義
務
で
す

自
転
車
盗
難
の
予
防
と
被
害

の
早
期
回
復
に
役
立
つ
の
で
必

ず
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

●
フ
リ
マ
ア
プ
リ
や
知
人
間
で

自
転
車
を
譲
渡
す
る
時
は

フ
リ
マ
ア
プ
リ
な
ど
を
利
用

し
た
自
転
車
の
譲
渡
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

自
転
車
の
受
渡
し
の
前
に
防
犯

登
録
の
抹
消
は
済
ん
で
い
る
か
、

譲
渡
証
明
書
が
あ
る
か
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
他
人
名
義
の
防
犯
登

録
デ
ー
タ
を
抹
消
す
る
に
は
本

人
（
名
義
人
）
の
委
任
状
が
必

要
で
す
。
必
ず
抹
消
が
済
ん
で

い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
府
自
転
車
商
防
犯
協
力
会

（
☎
06
・
６
６
２
９
・
０
７
５
０
）

相
談

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

保
険・年
金

そ
の
他

お
知
ら
せ

募
集

暮
ら
し

人
権

高
齢
者

事
業
所

税
金

健
康

安
全
安
心

障
が
い
者

教
育

就
労

子
育
て
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ご
遺
族
サ
ポ
ー
ト
窓
口
で

予
約
制
を
導
入

市
で
は
、ご
家
族
が
亡
く
な
っ
た

人
に
関
す
る
手
続
き
に
つ
い
て
、不

安
や
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
、ご

遺
族
サ
ポ
ー
ト
窓
口
を
設
け
て
い

ま
す
。
11
月
1
日
受
付
分
よ
り
予

約
制
を
導
入
し
ま
す
の
で
、
事
前

に
予
約
の
う
え
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象

亡
く
な
っ
た
人
が
市
内
在

住
の
ご
遺
族

と
き
月
～
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

の
午
前
９
時
30
分
、午
前
11
時
、午

後
１
時
30
分
、
午
後
３
時

定
員

各
1
組

申
込

電
話
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

�
市
民
窓
口
課

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が

一
時
停
止

市
庁
舎
の
電
源
点
検
の
た
め
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
一
時

停
止
し
ま
す
。

と
き

10
月
９
日
㈷
午
前
６
時
30

分
～
午
後
３
時

�
市
民
窓
口
課

住
民
票
交
付
な
ど
で

本
人
通
知
制
度
を
実
施

市
で
は
、
住
民
票
の
写
し
や
戸

籍
謄
本
な
ど
を
本
人
の
代
理
人
や

第
三
者
に
交
付
し
た
場
合
、
事
前

に
登
録
し
た
人
に
対
し
て
交
付
し

た
事
実
を
通
知
し
て
い
ま
す
。
住

民
票
な
ど
の
不
正
請
求
の
早
期
発

見
や
抑
止
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

対
象

市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た

は
戸
籍
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人

登
録
方
法

窓
口
に
来
ら
れ
る
人

の
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）
を
持
っ
て
市

民
窓
口
課
へ

※
代
理
申
請
の
場
合
は
委
任
状
も

必
要
▽
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

�
市
民
窓
口
課

行
政
相
談
委
員
に

気
軽
に
ご
相
談
を

国
な
ど
の
仕
事
で
「
困
っ
た
」、

「
納
得
で
き
な
い
」、「
も
っ
と
詳
し

く
知
り
た
い
」
な
ど
の
相
談
が
あ

る
場
合
は
、
総
務
省
か
ら
の
委
嘱

を
受
け
た
お
近
く
の
行
政
相
談
委

員
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

本
市
の
委
員
は
次
の
３
人
で
す
。

◎
矢
倉
芳
彦
さ
ん

（
☎
55
・
１
６
８
８
）

ご
利
用
く
だ
さ
い

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

●
10
月
は
事
業
普
及
啓
発
月
間

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、草

刈
り
や
清
掃
、植
木
剪せ

ん

定て
い

、障
子
・

ふ
す
ま
張
替
え
、チ
ラ
シ
配
布
、ハ

チ
の
巣
駆
除
や
、
家
事
援
助
サ
ー

ビ
ス
、
子
ど
も
一
時
預
か
り
、
毛

筆
筆
耕
、
あ
て
名
書
き
、
事
務
処

理
、
パ
ソ
コ
ン
指
導
な
ど
の
仕
事

を
引
き
受
け
、
地
元
の
高
齢
者
に

就
業
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
費
用
な
ど
の
詳
細
は
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
会
員
の
登
録
募
集

対
象

60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

で
健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
る
人

※
入
会
説
明
会
の
受
講
が
必
要
▽

説
明
会
は
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日

午
後
1
時
か
ら
▽
事
前
予
約
必
要
。

�
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
65
・
０
２
５
６
）

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は

ガ
ス
抜
き
後
に
資
源
ご
み
で

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー

缶
は
、
使
い
切
ら
ず
に
廃
棄
す
る

と
、
ご
み
収
集
車
内
で
爆
発
や
火

災
に
至
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
爆

発
に
よ
る
車
両
火
災
や
人
身
事
故

を
防
ぐ
た
め
に
次
の
点
に
気
を
つ

け
て
正
し
く
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
缶
を
振
っ
て「
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
」

音
が
し
な
く
な
る
ま
で
使
い
切
る

◎
商
品
に
付
属
す
る
ガ
ス
抜
き
キ

ャ
ッ
プ
を
利
用
す
る（
屋
外
で
）

◎
使
い
切
っ
て
か
ら
穴
を
開
け
ず

に
資
源
ご
み
（
カ
ン
）
で
出
す

※
中
身
を
使
い
切
る
こ
と
が
難
し
い

場
合
は
、
商
品
に
記
載
さ
れ
て
い
る

お
客
様
相
談
室
や
販
売
元
の
メ
ー
カ

ー
に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
環
境
衛
生
課

10
月
は
食
品
ロ
ス
削
減
月
間

●
み
ん
な
で
食
品
ロ
ス
０ゼ

ロ

ア
ク
シ
ョ
ン

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら

れ
る
食
物（
食
品
ロ
ス
）は
、
国
内

で
年
間
５
２
３
万
㌧
に
上
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
民
一
人
あ
た
り
毎
日

お
に
ぎ
り
１
個
を
捨
て
て
い
る
計

算
で
す
。
府
で
は
「
へ
ら
そ
う
食

品
ロ
ス
」
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
て
、

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
の
行
動

◎
河
原
純
子
さ
ん

（
☎
63
・
４
０
３
７
）

◎
坪
本
直
子
さ
ん

（
☎
68
・
８
４
４
７
）

�
自
治
協
働
課

く
ら
し
の
総
合
相
談

日
常
生
活
の
中
で
起
こ
る
様
々

な
問
題
に
、
弁
護
士
や
税
理
士
な

ど
専
門
の
相
談
員
が
ご
相
談
に
応

じ
ま
す（
政
治
的
な
相
談
は
除
く
）。

と
き

10
月
17
日
㈫
午
後
１
時
～

４
時
（
受
付
は
正
午
～
午
後
３
時

▽
先
着
順
）

と
こ
ろ

三
日
市
市
民
ホ
ー
ル

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

内
容

左
表
の
と
お
り

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
自
治
協
働
課

行
政
な
ん
で
も
相
談
所

10
月
16
日
㈪
～
22
日
㈰
ま
で
は

「
行
政
相
談
週
間
」で
す
。「
相
続
・

登
記
・
税
金
・
年
金
・
住
宅
な
ど

行
政
な
ん
で
も
相
談
所
」
を
開
設

し
ま
す
。

と
き

11
月
１
日
㈬
午
前
10
時
～

午
後
４
時

と
こ
ろ
堺
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

（
堺
市
北
区
）

申
込

10
月
23
日
～
30
日
に
電
話

で
左
記
へ

�
近
畿
管
区
行
政
評
価
局

（
☎
06
・
６
９
４
１
・
８
３
５
８
）

道
路
側
溝
周
辺
の
点
検
を

道
路
側
溝
内
に
水
の
流
れ
を
阻

害
す
る
よ
う
な
ブ
ロ
ッ
ク
や
板
な

ど
を
個
人
で
設
置
し
て
い
る
場
合

は
、
突
発
的
な
豪
雨
な
ど
で
思
わ

ぬ
被
害
が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
の
で
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
個
人
で
道
路
側
溝
上
に

設
置
し
た
鉄
板
や
グ
レ
ー
チ
ン
グ

な
ど
が
劣
化
し
、
車
な
ど
が
通
過

す
る
際
に
破
損
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
今
一
度
点
検
し
て
く
だ

さ
い
。

�
道
路
課

浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

浄
化
槽
を
管
理
し
て
い
る
人
は
、

保
守
点
検
、
清
掃
と
は
別
に
、
浄

化
槽
法
に
基
づ
く
定
期
検
査
を
毎

年
１
回
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
が
適
正

に
管
理
さ
れ
、
放
流
水
の
水
質
が

適
切
か
を
確
認
す
る
検
査
で
、
府

が
指
定
し
た
検
査
機
関
で
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込

電
話
で
（
一
社
）
大
阪
府

環
境
水
質
指
導
協
会
（
☎
０
７

２
・
２
５
７
・
３
５
３
１
）
へ

�
富
田
林
保
健
所
衛
生
課

（
☎
23
・
２
６
８
２
）

暮
ら
し

相談名 内　　　容

法律 土地・家屋・金銭の貸借や離婚、
相続などの法律関係

行政 行政に対する苦情や要望など

消費者
金融

多重・多額債務者の返済方法な
ど

登記 土地・家屋などの不動産の登記
全般

税 譲渡や贈与、相続、住宅購入な
どにかかる税全般

人権 人権問題全般

心配
ごと

日常生活の様々な心配ごとや悩
みなど

警察 民事暴力・ストーカー対策など
の警察業務全般

民事
調停

土地建物・借入債務・交通事故な
どの「民事上のもめごと」につい
て調停で解決する手続き

◉廃食用油の回収
ところ 10月 11月 12月

千代田公民館 16日 13日 11日
南花台公民館 19日 16日 21日
高向公民館 ー 15日 ー
加賀田公民館 5日 ー 7日
三日市公民館 12日 ー 14日
くすのかホール ー 30日 ー
キタバあやたホール 26日 ー 19日

とき　午前 10 時～ 11 時▷千代田公民館と南花台公民
館は午前 11時 30分まで
※エンジンオイルなどの鉱物油は絶対に混入しないでください。
�環境政策課

◉廃食用油回収協力店舗
店舗名 所在地 回収日 回収時間

千代田米穀店 松ケ丘東町 木 午前９時～午後５時

にぎわいプラ座 本町 金 午前 10時～午後４時

（
て
ま
え
ど
り
・
食
べ
残
し
の
持
ち

帰
り
な
ど
）
へ
の
宣
言

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

�
府
流
通
対
策
室

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
６
０
７
）

●
府
の
食
品
ロ
ス
削
減
総
合
実
践

エ
リ
ア
推
進
事
業
と
連
携

家
庭
で
で
き
る
食
品
を
お
い
し

く
食
べ
切
る
た
め
の
保
存
方
法
や

レ
シ
ピ
の
紹
介
、食
品
ロ
ス
を
テ
ー

マ
に
募
集
し
た
は
が
き
絵
の
展
示
な

ど
を
企
画
・
開
催
し
て
い
ま
す
。

と
き

10
月
29
日
㈰
ま
で

と
こ
ろ

じ
ゃ
ん
ぼ
ス
ク
エ
ア
河

内
長
野
（
西
之
山
町
）

●
関
連
書
籍
の
展
示

「
食
品
ロ
ス
削
減
」
や
「
ご
み
の

減
量
化
・
資
源
化
」に
関
連
す
る
書

籍
の
展
示
・
貸
出
を
し
ま
す
。

と
き
10
月
10
日
㈫
～
11
月
５
日
㈰

と
こ
ろ

図
書
館

�
環
境
衛
生
課人

権

あ
ご
ら
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ

●
マ
ダ
ム
・
イ
ン
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

と
き

10
月
21
日
㈯
午
後
1
時
30

分
～
▽
開
場
は
午
後
1
時

と
こ
ろ

キ
ッ
ク
ス

定
員

１
８
０
人
（
先
着
順
）

申
込

10
月
５
日
か
ら
電
話
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
左
記
へ

�
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
☎
54
・
０
０
０
３
）

な
く
そ
う
部
落
差
別
調
査

●
10
月
は
「
府
部
落
差
別
事
象
に

係
る
調
査
等
の
規
制
等
に
関
す
る

条
例
」
啓
発
推
進
月
間

「
差
別
に
つ
な
が
る
個
人
調
査

や
土
地
調
査
の
依
頼
は
し
な
い
」

「
依
頼
が
あ
っ
て
も
調
査
報
告
は

し
な
い
」
な
ど
、
差
別
の
な
い
人

権
の
尊
重
さ
れ
た
社
会
を
築
い
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

�
府
人
権
擁
護
課

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
２
８
２
）

相
談

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

保
険・年
金

そ
の
他

お
知
ら
せ

募
集

暮
ら
し

人
権

高
齢
者

事
業
所

税
金

健
康

安
全
安
心

障
が
い
者

教
育

就
労

子
育
て

※加賀田米穀店での廃油回収は終了しました。
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子
育
て

子
ど
も
・
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北

館
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

●
お
で
か
け
わ
く
わ
く
広
場

　
就
学
前
の
親
子
が
自
由
に
遊
べ

る
広
場
で
す
。

対
象　
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

と
き
・
と
こ
ろ　
①
10
月
12
日
㈭

＝
鳴ど

ん
ど尾
公
園
、
②
10
月
27
日
㈮
＝

緑
ケ
丘
中
町
第
1
公
園
▽
時
間
は

い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
正
午

（
雨
天
中
止
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

●
育
児
休
業
中
マ
マ
パ
パ
の
交
流

会対
象　
育
児
休
業
中
ま
た
は
仕
事

復
帰
を
検
討
し
て
い
る
保
護
者
と

就
学
前
の
子
ど
も

と
き　
10
月
12
日
㈭
午
前
10
時
30

分
～
正
午

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

①
親
子
で
あ
そ
ぼ

　
親
子
で
遊
ん
だ
り
、
親
同
士
の

情
報
交
換
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
令
和
４
年
10

月
１
日
～
令
和
５
年
４
月
30
日
生

ま
れ
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
10
月
17
日
㈫
・
24
日
㈫
・
31

日
㈫
▽
午
前
10
時
15
分
～
11
時
45

分
▽
３
回
シ
リ
ー
ズ

定
員　
10
組
（
抽
選
）

②
み
ん
な
で
ス
テ
ッ
プ
‼

　
運
動
や
制
作
な
ど
の
活
動
を
通

し
て
、
就
園
前
に
集
団
で
過
ご
す

経
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
在
住
の
２
歳
か
ら
就

園
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
10
月
19
日
㈭
午
前
10
時
～

11
時
45
分

定
員　
15
組
（
抽
選
）

③
親
子
で
ホ
ッ
プ
！ 

　
親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
遊
具

遊
び
を
通
し
て
「
で
き
た
」
喜
び

を
実
感
し
「
も
っ
と
や
り
た
い
」

と
い
う
意
欲
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
１
歳
６
か
月

か
ら
お
お
む
ね
２
歳
の
未
就
園
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
10
月
24
日
㈫
、
11
月
７
日

㈫
午
前
10
時
～
11
時
30
分
▽
２
回

シ
リ
ー
ズ

定
員　
12
組
（
抽
選
）

④
親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」

　
第
１
子
を
育
児
中
の
マ
マ
た
ち

が
集
ま
っ
て
、
育
児
の
話
や
情
報

交
換
、
仲
間
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
令
和
５
年
５

月
16
日
～
８
月
16
日
生
ま
れ
の
第

１
子
と
そ
の
母
親

と
き　
10
月
16
日
㈪
・
23
日
㈪
・

30
日
㈪
、
11
月
6
日
㈪
午
後
１
時

～
３
時
▽
４
回
シ
リ
ー
ズ

テ
キ
ス
ト
代　
１
１
０
０
円　

⑤
お
で
か
け
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

　
子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
の
働
き
方
や
子
育
て
と
の

両
立
、
仕
事
探
し
の
方
法
な
ど
を

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
在
住
の
就
学
前
の
子

ど
も
の
保
護
者

と
き
・
内
容　
10
月
27
日
㈮
午
前

10
時
15
分
～
11
時
15
分
＝
個
別
相

談（
要
予
約
▽
定
員
４
人
▽
抽
選
）、

午
前
11
時
15
分
～
正
午
＝
わ
く
わ

く
広
場
で
フ
リ
ー
相
談

⑥
育
児
講
座
「
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
体

験
し
ま
し
ょ
う
」

　
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
な
が
ら

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
在
住
の
就
学
前
の
子

ど
も
の
保
護
者

と
き　
10
月
30
日
㈪
午
前
10
時
30

分
～
正
午

定
員　
15
人
（
子
ど
も
同
室
可
▽

抽
選
）

申
込　
①
～
⑥
は
10
月
９
日
ま
で

に
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

※
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
子
の
生
年
月

日
、
性
別
、
第
何
子
か
、
住
所
、
電

話
番
号
、
子
育
て
で
気
に
な
る
こ

と
と
催
し
名
を
記
入
し
て
、
10
月

９
日
（
必
着
）
ま
で
に
あ
い
っ
く

（
〒
586
ー
０
０
１
５
本
町
24
の
1
）

も
可
。

�
あ
い
っ
く

（
☎
50・４
６
６
４
、�
50・４
６
６
５
）

マ
マ
の
あ
ん
し
ん
相
談
ｄ
ａ
ｙ

　
妊
娠
中
、
産
後
の
悩
み
や
育
児

相
談
に
、
助
産
師
と
心
理
相
談
員

が
電
話
や
来
所
で
応
じ
ま
す
。

対
象　
妊
産
婦
と
乳
幼
児
の
保
護

者 と
き　
10
月
13
日
㈮
、
11
月
10
日

㈮
午
前
９
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込　
来
所
の
み
要
予
約

�
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

マ
マ
パ
パ
教
室

対
象　
初
め
て
母
親
・
父
親
に
な

る
市
民

と
き　
10
月
28
日
㈯
午
前
10
時
～

正
午

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
助
産
師
が
伝
え
る
呼
吸
法

や
腰
痛
予
防
な
ど
の
ス
ト
レ
ッ

チ
・
リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

申
込　
電
話
で
左
記
へ

�
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

マ
マ
と
パ
パ
の
た
め
の

歯
み
が
き
教
室

対
象　
就
学
前
の
子
ど
も
の
保
護

者と
き　
11
月
10
日
㈮
午
前
10
時
15

分
～
11
時
45
分

と
こ
ろ　
あ
い
っ
く

内
容　
保
護
者
の
歯
み
が
き
実
習

と
顔
の
ス
ト
レ
ッ
チ
、
子
ど
も
の

仕
上
げ
み
が
き
の
話
な
ど

定
員　
５
人
（
先
着
順
）

申
込　
10
月
10
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ

�
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

す
い
す
い
ひ
ろ
ば

　
月
ご
と
の
お
す
す
め
絵
本
な
ど

を
、
図
書
館
の
お
は
な
し
の
へ
や

で
自
由
に
楽
し
め
ま
す（
貸
出
可
）。

読
ん
で
ほ
し
い
本
は
図
書
館
員
が

読
み
聞
か
せ
し
ま
す
。

と
き　
10
月
11
日
㈬
・
25
日
㈬
、11

月
8
日
㈬
・
22
日
㈬
午
後
２
時
～

４
時

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

●個別説明会（保育所や認定こども園に初めて申し込みをする人向けの説明会）
日程 受付時間 対象年齢 申込方法

11 月 6 日㈪～ 10 日㈮ 午前9 時～午後 4 時30分
（各回30分・ ２組程度） 全員 11 月１日㈬午前10時～市公式 LINE で

要予約（先着順）
※11月１日から子ども子育て課・各保育所・認定こども園で随時申込書を配布します▷来年４月以降も在所する児童（認定区分２・３
号）の転所や兄弟姉妹の入所を希望する場合、または在園児の認定区分の変更（１号→２号）を希望する場合は参加不要です。

●入所・転所の受付（期間中の市役所開庁日）
日程 受付時間 対象年齢 申込方法 空き状況情報提供

第1回

①11 月 13 日㈪
～ 24 日㈮ 午前 9 時～午後 4 時 30 分

（各回 30 分・２組程度）

0 歳児～
新1歳児※１

11 月６日㈪午前 10 時から
市公式 LINE で要予約（先着順）

※新２歳児以上※３は児童の同伴が必要
（転所希望の場合は不要）

11月６日㈪～
30 日㈭②11月27 日 ㈪

～ 30 日㈭
全員
※２

第 2 回 12 月１日㈮～
2 月２日㈮

午前9時～午後5時30分 全員 随時受付

１月15 日㈪～
２月２日㈮

２月 26 日㈪～
３月８日㈮第3 回 2 月５日㈪～

3 月８日㈮
※１令和４年４月２日以降生まれの子ども　※ 2 新２歳児以上は申込時に面接がありますのでできるかぎり②の日程での申
込を　※3 平成 30 年４月２日～令和４年４月１日生まれの子ども

●在園児の認定区分の変更（１号→２号）
申込　11月30日までに各認定こども園へ

※各保育所・認定こども園の連
絡先は右記QRをご覧ください。 ▲保育所 ▲認定こども園

保育所・認定こども園（２・３号）令和６年度の入所・転所
　１日８～11時間程度（認定区分２・３号）での入所・転
所を希望する場合、市への申請が必要です。詳細は市ホー
ムページでご確認ください。
対象　保育の必要な事由（下記のいずれか）に該当する家庭
事由　月に64時間以上労働している、妊娠中や出産後間が
ない、病気・けが・障がいがある、同居や長期入院中など
の親族を常時介護・看護している、災害復旧にあたってい

る、求職活動を継続的に行っている、就学している
など
ところ　子ども子育て課
※時間や申込方法は下表のとおり▷LINEでの申込
ができない場合は子ども子育て課へ
�子ども子育て課

千
代
田
公
民
館
の
お
は
な
し
会

　
児
童
を
対
象
に
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
手
遊
び
な
ど
を
し
ま
す
。

と
き　
10
月
21
日
㈯
、
11
月
18
日

㈯
午
後
３
時
～
３
時
30
分

定
員　
各
10
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
千
代
田
公
民
館

（
☎
55
・
１
１
２
５
）

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム　

　
わ
ら
べ
歌
や
手
遊
び
、
絵
本
な

ど
を
楽
し
み
ま
す
。

対
象　
１
歳
以
上
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

と
き
・
内
容　
10
月
19
日
㈭
、
11

月
16
日
㈭
▽
１
歳
向
け
＝
午
前
10

時
20
分
～
11
時
、
２
歳
向
け
＝
午

前
11
時
20
分
～
正
午

と
こ
ろ　
図
書
館

定
員　
各
５
組
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

親
子
で
楽
し
む
絵
本
の
会

　
絵
本
や
手
遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。

対
象　
①
市
内
在
住
の
2
歳
5
か

月
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
、

②
市
内
在
住
の
2
歳
6
か
月
～
未

就
園
児
と
そ
の
保
護
者

と
き　
10
月
11
日
・
25
日
、
11
月

８
日
・
22
日
、
12
月
６
日
・
20
日

の
水
曜
日
▽
時
間
は
①
午
前
10
時

～
10
時
30
分
、
②
午
前
10
時
45
分

～
11
時
15
分

と
こ
ろ　
千
代
田
公
民
館

定
員　
各
10
組
（
先
着
順
）

申
込　

10
月
３
日
か
ら
電
話
で

千
代
田
公
民
館
へ（
☎
55
・１
１
２

５
）

�
お
は
な
し
の
と
び
ら
の
渕
川
さ

ん
（
☎
54
・
１
５
１
９
）

図
書
館
の
お
は
な
し
会

●
２
～
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

と
き　
10
月
14
日
㈯
午
前
10
時
30

分
～
、
21
日
㈯
午
後
２
時
～
（
15

分
程
度
）

定
員　
各
５
組
（
先
着
順
）

●
４
歳
～
就
学
前
児
童
向
け

と
き　
10
月
14
日
㈯
午
前
11
時
～
、

21
日
㈯
午
後
２
時
30
分
～
（
30
分

程
度
）

定
員　
各
５
組
（
先
着
順
）

●
小
学
生
向
け

と
き　
10
月
28
日
㈯
午
前
11
時
～

（
30
分
程
度
）

定
員　
12
人
（
先
着
順
▽
保
護
者

入
場
可
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

相 

談

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

保
険・年
金

そ
の
他

お
知
ら
せ

募
集

暮
ら
し

人
権

高
齢
者

事
業
所

税
金

健
康

安
全
安
心

障
が
い
者

教
育

就
労

子
育
て
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読
書
週
間

お
は
な
し
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

●
10
月
27
日
～
11
月
9
日
は
読
書

週
間

と
き

11
月
３
日
㈷
午
前
11
時
～

（
45
分
程
度
）

と
こ
ろ

図
書
館

内
容

大
型
絵
本
、
ブ
ッ
ク
ト
ー

ク
な
ど

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

こ
ど
も
と
楽
し
む
英
語

●
多
読
の
前
に
、
お
う
ち
で
で
き

る
こ
と

大
人
と
子
ど
も
が
一
緒
に
絵
本

な
ど
で
英
語
を
楽
し
む
方
法
を
お

伝
え
し
ま
す
。

対
象

３
歳
～
小
学
生
く
ら
い
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き

11
月
12
日
㈰
午
前
10
時
15

分
～
（
１
時
間
程
度
）

と
こ
ろ

図
書
館

定
員

15
組
（
先
着
順
）

申
込

10
月
11
日
か

ら
下
記
Ｑ
Ｒ
か
ら

�
図
書
館

（
☎
52・６
９
３
３
、�
52・６
９
９
６
）

消
防
フ
ェ
ア

子
ど
も
向
け
に
放
水
、
ロ
ー
プ

渡
り
、
は
し
ご
車
乗
り
な
ど
の
体

験
（
３
歳
～
小
学
生
）
が
で
き
ま

す
。

※
は
し
ご
車
乗
り
体
験
は
整
理
券

配
布
後
に
抽
選
。

と
き

11
月
11
日
㈯
午
前
10
時
～

正
午

と
こ
ろ

消
防
本
部

※
詳
細
は
同
本
部
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

�
消
防
総
務
課（

☎
53
・
０
０
６
６
）

子
ど
も
た
ち
へ

食
費
を
支
援
し
ま
す

●
大
阪
府
子
ど
も
食
費
支
援
事
業

（
第
２
弾
）

物
価
高
騰
の
状
況
を
踏
ま
え
、

「
お
米
Ｐ
Ａ
Ｙ
お
お
さ
か（
お
米
ク

ー
ポ
ン
）」
か
、
米
ま
た
は
そ
の
他

食
料
品
を
給
付
し
ま
す
。

対
象

申
請
日
に
お
い
て
大
阪
府

に
居
所
を
有
し
て
お
り
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

①
18
歳
以
下
の
子
ど
も
（
平
成
17

里
親
説
明
会

様
々
な
事
情
に
よ
り
家
庭
で
生

活
で
き
な
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち

の
た
め
の
里
親
制
度
に
関
心
が
あ

る
人
は
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

と
き

11
月
４
日
㈯
午
前
11
時
～

午
後
２
時

と
こ
ろ

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ

な
が
の
北
館
内
）

申
込

電
話
で
左
記
へ

�
（
社
）
女
子
慈
教
寮

（
☎
０
７
２
５
・
41
・
１
０
０
９
）

児
童
手
当
の
お
知
ら
せ

支
給
日

10
月
10
日
㈫
（
６
月
～

９
月
の
４
か
月
分
）

支
給
額

３
歳
未
満
＝
児
童
一
人

に
つ
き
月
額
１
万
５
０
０
０
円
、３

歳
以
上
小
学
校
修
了
前
（
第
１

子
・
第
２
子
）
＝
同
１
万
円
、
３

歳
以
上
小
学
校
修
了
前
（
18
歳
の

誕
生
日
後
最
初
の
３
月
末
ま
で
の

児
童
か
ら
数
え
て
第
３
子
以
降
）

＝
同
１
万
５
０
０
０
円
、
中
学
生

＝
同
１
万
円

●
特
例
給
付
に
つ
い
て

令
和
４
年
６
月
分
以
降
の
手
当

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
）

②
妊
娠
し
て
い
る
人
（
申
請
日
に

妊
娠
し
て
い
る
母
子
健
康
手
帳
な

ど
の
証
明
が
必
要
）

申
込

11
月
30
日
ま

で
に
下
記
Ｑ
Ｒ
か
ら

※
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
▽
日
・
祝
日
を
除
く（
午

前
９
時
～
午
後
６
時
▽
申
請
期
間

終
了
後
は
平
日
の
み
）

�
府
子
ど
も
食
費
支
援
事
業
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０
・
４

７
９
・
２
０
８
）

か
ら
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

の
所
得
が
基
準
額
以
上
の
場
合
、

特
例
給
付
が
支
給
さ
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
の
所
得
が
所
得
制
限
限
度
額
以

上
で
所
得
上
限
限
度
額
未
満
の
場

合
は
、
特
例
給
付
（
児
童
一
人
に

つ
き
月
額
５
０
０
０
円
）
を
支
給

し
ま
す
。

※
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
の
所

得
が
所
得
上
限
限
度
額
以
上
の
場

合
、
特
例
給
付
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。

●
次
の
場
合
は
速
や
か
に
届
け
出

を◎
現
況
届
が
未
提
出
の
場
合
（
現

況
届
の
提
出
が
必
要
な
人
）

◎
受
給
者
や
配
偶
者
、
児
童
の
住

所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
場
合

◎
受
給
者
の
加
入
す
る
年
金
が
変

わ
っ
た
場
合（
退
職
や
転
職
な
ど
）

◎
児
童
の
養
育
状
況
が
変
更
に
な

っ
た
場
合
（
離
婚
・
婚
姻
・
生
計

中
心
者
の
変
更
な
ど
）

◎
受
給
者
や
配
偶
者
が
公
務
員
に

な
っ
た
、
ま
た
は
公
務
員
を
退
職

し
た
場
合

※
届
け
出
が
遅
れ
る
と
返
還
金
が

生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
次
の
場
合
は
手
続
き
が
必
要

児
童
手
当
な
ど
が
支
給
さ
れ
な

く
な
っ
た
後
に
、
対
象
年
度
の
所

得
が
上
限
限
度
額
を
下
回
っ
た
場

合
や
、
翌
年
度
以
降
の
所
得
が
上

限
限
度
額
を
下
回
っ
た
場
合
は
、

改
め
て
認
定
請
求
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

�
子
ど
も
子
育
て
課

教

育

天
見
小
学
校
へ
の
入
学
・
転
入
学

●
少
人
数
、
縦
割
り
活
動
を
生
か

し
た
教
育
が
特
色

対
象

市
内
在
住
で
電
車
な
ど
に

乗
っ
て
１
人
で
通
学
で
き
る
児
童

（
交
通
費
は
保
護
者
負
担
）

人
数

１
年
生
17
人
、
２
年
生
６

人
、
3
年
生
11
人
、
4
年
生
9
人
、

5
年
生
10
人
、
6
年
生
11
人
（
抽

選
▽
学
年
は
令
和
６
年
４
月
現
在
）

申
込

12
月
８
日
ま
で
に
教
育
指

導
課
へ

※
１
月
中
旬
に
児
童
・
保
護
者
の

面
談
あ
り
▽
結
果
は
２
月
初
旬
ま

で
に
書
面
で
通
知
し
ま
す
。

�
教
育
指
導
課

●
11
月
11
日
㈯
は
学
校
説
明
会
・

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催

と
き
・
内
容

正
午
～
午
後
０
時

30
分
＝
学
校
説
明
会
、
午
後
１
時

～
３
時
20
分
＝
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

申
込
前
日
ま
で
に
電
話
で
左
記
へ

�
天
見
小
学
校（

☎
68
・
８
０
０
４
）

チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

●
子
ど
も
専
用
の
無
料
相
談
電
話

子
ど
も
の
声
を
聞
い
て
サ
ポ
ー

ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

と
き
10
月
21
日
㈯
・
28
日
㈯
、11

月
11
日
㈯
・
18
日
㈯
、
12
月
２
日

㈯
▽
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

▽
５
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ

富
田
林
市
人
権
文
化
セ

ン
タ
ー

定
員

20
人
（
抽
選
）

参
加
費

６
０
０
０
円

申
込

10
月
18
日
ま
で
に
メ
ー
ル

（childline.tondabayashi@
gm
ail.com

▽
住
所
、
氏
名
、
電

話
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
）

か
電
話
で
左
記
へ

�
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
と
ん
だ
ば

や
し
の
石
川
さ
ん
（
☎
０
８
０
・

１
４
１
５
・
３
６
９
９
）

保
険
・
年
金

11
月
か
ら
新
し
い
医
療
証
に

重
度
障
が
い
者
医
療
証
、
ひ
と

り
親
医
療
証
を
更
新
し
ま
す
。
10

月
中
に
、
新
し
い
医
療
証
を
対
象

者
に
送
付
し
ま
す
。

�
保
険
医
療
課

国
民
健
康
保
険
の

新
し
い
被
保
険
者
証
を
送
付

現
在
の
保
険
証
は
有
効
期
限
が

10
月
31
日
の
た
め
、
10
月
中
旬
か

ら
順
次
、
新
し
い
保
険
証
を
世
帯

主
の
住
民
登
録
の
住
所
へ
簡
易
書

留
郵
便
で
送
付
し
ま
す
（
一
部
を

除
く
）。10
月
中
に
受
け
取
り
が
困

難
な
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
窓
口
で
の
手
続
き
が
必
要
な
人

に
は
10
月
中
旬
に
通
知
し
ま
す
。

●
記
載
内
容
が
変
わ
っ
た
ら

住
所
、氏
名
な
ど
の
変
更
や
、他

の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
時
な
ど

は
、
速
や
か
に
左
記
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

�
保
険
医
療
課

ところ 時　間 内　容

奥河内
くろまろの郷

午前10時30分～
午後４時

Aスーパーボール
　すくい
Bさかなつり

花の文化園
（高校生以
上は入園料
が必要）

午前10時30分～
午後３時 Cクイズラリー

木根館
①午前10時30分
～11時30分
②午後１時～３時

Dゴム鉄砲射的

ふるさと
歴史学習館

①午前10時30分
～11時30分
②午後１時～３時

Eお城アスレチ
ックゲーム

※定員など詳細はお問い合わせください。

※このほかにも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開催してい
ます。詳細はあいっく ( ☎ 50-4664) へお問い合わせください。

★地域の子育て広場★
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流できる場所で
す。会場や時間、内容など詳しくはお問い合わせください。

◉つどいの広場（当日直接会場へ）
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
三日市

☎ 63-7242

毎週火・木・金曜日と10 月 2 日㈪・16 日㈪午前 10
時～午後３時 30 分▷12 日㈭＝「ゆうみ先生と音楽
を楽しもう！」（午前 11時 30 分～）、20 日㈮＝「み
んなでストレッチ体操！」（午前 11時～）

②ほのぼのルーム
大矢船

☎ 62-3501

毎週月・水・木曜日午前 10 時～午後３時（9 日㈷は
開催します）▷ 5 日㈭＝「あかちゃん優先タイム」（午
後）▷12 日㈭＝「ほのぼのまつり」▷開催日には絵
本の読み聞かせなども▷詳細はブログ・インスタグ
ラムで

◉子育てわいわいルーム（当日直接会場へ）
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 10 月 11 日㈬ ☎ 62-6155
千代田公民館 10 月 20 日㈮ ☎ 55-1125

※時間は午前 10 時 30 分～正午▷駐車場には限りがあります。

　外国の先生と一緒に、遊んで楽しもう。
対象　小学生以下
とき　10 月 29 日㈰

内容　下表のとおり
受付　奥河内くろまろの
郷ビジターセンター前
※当日直接受付へ。
�教育総務課

Kuromaro Village!
英語でGo！

相
談

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

保
険・年
金

そ
の
他

お
知
ら
せ

募
集

暮
ら
し

人
権

高
齢
者

事
業
所

税
金

健
康

安
全
安
心

障
が
い
者

教
育

就
労

子
育
て
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